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1. はじめに 近年，露地野菜栽培において，スプリンクラーと比較して低コストで設置

ができ，維持管理が容易な噴霧型多孔管による散水灌漑が普及してきている．この灌漑

方式は土地改良事業計画設計基準での記載情報が乏しく，また水利用実態や導入効果の

報告も少ない．そこで本論では，今後の普及に関わる情報集積を目的とし，当該灌漑方

式を採用する地区にて水利用や営農の実態調査，及び導入条件の検証を実施した．

2. 調査方法

2.1 調査地概要 愛知県大府市は知多半島の付け根に位置し，市域の大部分がなだらか

な丘陵で農業用の溜池が数多く存在する．また愛知用水の開通により，現在までにその

大部分が園芸用地や住宅地へと変貌を遂げた．調査圃場として，冬ニンジンを栽培する

圃場 1（R3 年度），およびヤマノイモ作付前の圃場 2（R4 年度）を選定した．圃場 1 を実

態調査，圃場 2 を導入条件検証の対象とした．なお圃場は自然圧が 0.05MPa 程度と低い

ためポンプ加圧して灌水している．

2.2 噴霧型多孔管の概要 55m 巻黒色特

殊ポリエチレン製多孔管（S 社製）を使用

した．ホース折径 75mm，相当径 Φ41mm，

圧力範囲 0.10～0.25MPa で片側 5～8m 飛

散する（メーカー公表値）．

2.3 調査概要 (1)土壌調査 土壌水分計

を深さ 5，15，25，35，50cm に設置し，R3
年 8 月 30 日～同 12 月 10 日で連続観測し

た．同深度で土壌を採取し，物理性，飽和

透水係数，土壌水分特性曲線を測定した． 
(2) 気象調査 気象観測装置を R3 年は通

年，圃場 1 から 500m 離れた耕作者宅に，

R4 年は散布特性調査実施日，圃場 2 に設

置し，気象データを 10 分間隔で記録した． 
(3) 散布特性調査 多孔管の始端部・終端

部の畝沿い 4 列ずつ 100cm 間隔でステン

レス製集水缶を設置し，灌水量（散布深に変換）を記録した（図１）．更に土地改良事業

計画設計基準でスプリンクラー管の配置間隔検討に用いられる式 A・B（上式参照）によ

り散布効率を計算した．また流量計及び圧力計を設置し，灌水量及び水圧値を記録した．

(4) 営農調査 耕作者に噴霧型多孔管の使用目的，使用感等を聞き取った．
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図 1 調査概要平面図（R4 年）  
Fig.1 Overview of investigation (2022) 𝐸 = ℎℎ × 100(%) …  式 A (最小散布深) 𝐸 = 1.59𝐶௨ − 59 𝐶௨ = ቆ1 − ∑|ℎ − ℎௗ|ℎ ∙ 𝑛 ቇ …  式 B (均等係数) 

𝐸，𝐸：散布効率，ℎ：平均散布深，ℎ：最小散

布深(測定個数 nの測定値が小さい 25 %相当個数の

平均値），ℎௗ：散布深測定値，𝐶௨：均等係数  
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3. 結果と考察  
3.1 水利用や営農の実態(R3 年度調査) 

土壌調査により，圃場 1 の土性は砂質壌土

であり TRAM 値は 9mm と計算された．圃場

1 は水はけのよい砂質圃場であると言える． 
営農調査での聞取結果より，播種後 1～2

週間は乾燥状況に応じて 1 回あたり 0.5～1
時間程度，特に初期灌水は 1～2 時間程度の

灌水を行うとのことである．灌水時の体積含

水率の経時変化を図 2 に示す．初期灌水は

25.1mm と TRAM 値を上回った．一方，それ

以外の灌水は概ね TRAM 値に等しい水量

（8.6mm，9.6mm）であったが，TRAM 値が小さいた

め，体積含水率の明確な変化は確認できなかった． 
3.2 導入条件の検証 (R4 年度調査) 
R4 年度調査結果より，多孔管 1 本を用いた灌水時の

散布効率を計算したところ，式 A で 18.9～45.3%（平

均 33.5%），式 B で 1.7～48.9%（平均 33.1%）となっ

た．スプリンクラー管の設計基準では 60%以上の散

布効率が推奨されており，多孔管においてそれらの

値を満たすために必要な設置間隔を検討した．具体

的には，多孔管 1 本時の散布範囲を 1m ずつ重複さ

せ，その時の散布効率を数値計算によって求めた（図

３）．配置間隔を狭めても散布効率は単調増加しなか

った．風や圃場傾斜の影響により土壌表面への到達

水量が多孔管からの距離に依らず不均一であったた

めと考えられる．また散布効率を 60%以上とするに

は多孔管同士の配置間隔を散布幅の概ね 50%以下，

つまり多孔管の片側散布幅に等しい位置にもう 1 つ

多孔管を配置する必要があるという結果となった．  
また風速の影響について考察する．図 4 に R4 年

度の散布効率と風速の関係を示す．圃場 2 の多孔管

終端部は始端部に比べ風が吹き込みにくくなっていたため，始端部のデータのみを用い

て検討した．図４より，仮に風速最小時の測定値を外れ値とした場合，風速：x，散布効

率：y としたとき，y = -7.6 x + 48.8（R2=0.58）の関係が得られ（図４内赤線），風速増加

に伴い散布効率が減少する傾向が確認できた．ただし本検討の対象データは 13 組であり，

外れ値については更なるデータ集積を行った後に議論が必要となると考えられる． 
4. 今後の課題 風向風速による散布効率の変化および配置間隔への影響については，デ

ータの集積により解析精度が増すと考えられる．よって風速が今回検討より大きい場合

や，同程度の風速に対して風向が異なる場合等，様々な条件での調査が必要である． 
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図 2 体積含水率の経時変化（R3）  

Fig.2 Temporal changes in  
volumetric soil water content (2021) 
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図 3 配置間隔による散布効率の変化  
（R4 年 7 月 21 日調査結果による検証結果）  

Fig.3 Changes in spraying efficiency 
by setting interval 

図 4 散布効率と風速の関係（R4）  
Fig.4 Spraying efficiency and  

Wind speed (2022) 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0%25%50%75%100%

散
布

効
率

%

配置間隔（散水幅比%）

5
10
15
20
25
30
35
40
45
50

1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

散
布
効
率
（
%
）

風速（m/s）

多孔管始端部

－ 90 －




